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 学位論文審査の結果の要旨 
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 本研究は，タジキスタン共和国の首都ドゥシャンベ市における都市緑地・樹
木の管理体制について、現地における詳細な聞き取り調査によって実態を明ら
かにし、今後の改善方向について検討したものである。都市における緑地は、
それの持つ多様な機能から、都市問題の解決のために必須の社会資本と認識さ
れており、その管理のあり方について検討がされてきた。都市緑地管理が成功
する要因の一つとしては住民参加があげられるが、いわゆる発展途上国におい
ては行政中心の管理体制であることが多く課題とされている。 
 本研究は、旧ソビエト連邦に所属した CIS諸国のうちでも最貧国にあげられ、
この分野における研究がほとんど見られないタジキスタンを対象に、緑地管理
に関わる管理者・作業者・公園利用者という立場の異なる三者に対する大規模
なインタビュー、アンケート調査によって、管理の実態と関係者の意識の分析
から管理体制の課題と改善の方向性を明らかにしたことに最大の特徴がある。
その結果、実態としても、また関係者の意識の面からも、先進国で見られるよ
うな緑地管理への広範な住民参加をもたらす条件は整っておらず、現在実施さ
れている住民の義務的出役等から徐々に基盤を作っていく必要性が示唆された。
このように、本研究は、都市問題が深刻化する発展途上国における都市緑地管
理という、重要性が指摘されながらも研究がたいへん遅れてきた分野において、
客観的なデータに基づく知見を提供したという点で、今後のこの分野における
研究に大きく寄与するものである。 
 以上のように，本論文は，多くの新しい知見を有すること，論文の内容，構
成および公表論文数などから，本学位論文審査委員会は，全員一致して，本論
文が博士(農学)の学位論文として十分価値があるものと判断し，合格と判定し
た。 
 最終試験の結果の要旨 
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 最終試験は、平成２８年１月１３日に東京農工大学農学部にて、学位論文の
公開発表に引き続き、論文審査委員により行われた。最終試験では学位論文の
専門領域に関する質疑応答がなされた。その結果、本審査委員会は安部華枝さ
んが自立して研究を進めることができる学力と見識を有しており、博士(農学)
の学位を授与するに足る資格があると認め、最終試験を合格と判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
